










研究目的 

ハイリスク妊娠，分娩の母児管理に関する研究は,前年度に引き続き胎児の Hypoxia,Acido

sis,すなわち fetal distress から引き続いて分娩時の胎児仮死,さらには出生後の新生児

仮死,ひいては新生児呼吸障害,頭蓋内出血などの脳障害発生防止に向けられている。この

ため fetal distress,分娩時胎児仮死，新生児仮死の早期発見のための検査項目の優劣を

比較検討し,可及的児の不良な状態を軽減するための手段として,いかなる方法をとるべき

か,その管理指針を作成することが目的であり,前年度に引き続いて,本年もそのデータの

収集がなされてきた。 

なお,妊産婦死亡は最近の著しい減少をみるものの,絶無にいたらない点を鑑み本年度はそ

の主たる要因が,いずくにあるか個々の症例についての検討を試み,今後の反省の資料とし

,これに対する管理改善が企てられた。 


